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【はじめに】 

1993 年北海道南西沖地震（M7.8）では，奥尻島において顕著な地殻変動が観測された（国土地理

院，1994）．宮内ほか（1994）は，地震の約1週間後に奥尻島の海岸に分布する汀線指標の測量を行った結

果，島の北端部で約30cm，南端部で約100 cm の沈降量を伴い，南へ傾動したと報告した．一方，奥尻島に

発達する更新世中期以降の海成段丘の多段化とそれらの旧汀線高度分布は，地質学的時間スケールでは島の累

積的な南東への傾動隆起を示す（宮浦，1975）．両者の垂直変動様式が異なることから，太田(1994)はこの

地震を例外的な活動としており，小疇ほか編（2003）は，1993年の地震とは別に傾動隆起を伴う地震発生の

可能性を指摘している． 

このように奥尻島における1993年地震時の地殻変動と長期的な地殻変動の様式は一見矛盾するようである

が，長期的変動（累積変動）における地震性地殻変動の寄与を評価するには，余効変動の推移を継続的にモニ

ターし，地震サイクルに関連づけて検討する必要がある．そこで筆者らは，地震時およびその後の変動を観測

するために，島内 25 か所で独自に測量基準点を設置し，その標高について，地震発生からの 25 年間に 6 回

の測定を実施した． 

 

【調査方法】 

1993 年 7 月 12 日の地震発生から 6~8 日後に，奥尻島の海岸部の 25 か所に測量基準点を設置し，海面から

の高度を測定した．その後 1993 年 8 月（1 ヶ月後），1997 年 7 月（4 年後），2003年7 月（10 年

後），2013 年 7 月（20 年後），2018年7月（25年後）の計 5 回にわたり，海面からの高度および標高の測

定を実施した．一部の測量基準点では，この 25 年の間に港湾施設の改修や波浪侵食等で消失したものもある

が，近接地点に測量点を復元して改測を行った．測量に使用した機材は，ハンドレベル，オートレベ

ル，トータルステーション，GNSS によるVRS-RTK などで，各地点で時間海面から各測量基準点までの比高測

量に潮位補正を加えて絶対標高に換算した．近傍に水準点がある場合は，水準点から測量基準点までの水準測

量を実施した．VRS- RTK では，水準点での測定を実施して測量精度の検証を行った． 

 

【調査結果】 

測量実施期間ごとに観測された上下変位量について，島の北部（北海岸），東部（東海岸），西部（西海

岸）に分けて以下にまとめた．  

・1993年7月～8月（地震直後の約1カ月間） 

島の全域で沈降傾向にあり，北海岸で最大 30 cm 程度，西海岸で 10～20 cm 程度の沈降が認められる． 

・1993年8月～1997年8月（地震から約4 年後） 

島の全域で10～20 cm 程度の沈降（2.5～5.0 cm/年）が継続している． 

・1997年8月～2003年7月（地震4年後から10年後までの6年間） 

北海岸で1～5 cm程度の隆起（0.2～0.8 cm/年）が確認されたが，その他の地点では10 cm未満の沈降（<1.7

cm/年）となった． 

・2003年7月～2013年7月（地震10 年後から20年後までの10年間） 
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北海岸では僅かに沈降，東海岸でも10 cm未満の沈降（<1.0 cm/年）が継続しているが，西海岸では4～8

cm程度の隆起（0.4～0.8 cm/年）が認められた． 

・2013年7月～2018年7月（地震20 年後から25年後までの5年間） 

北海岸および東海岸で隆起傾向にあり，最大で10 cm程度の隆起（2.0 cm/年）が認められる．西海岸では逆

に10 cm程度沈降（2.0 cm/年）した地点がある． 

 

これらの結果は，測定誤差（数cm以内）を考慮しても有意な数値として評価することができる．地震後20年

間の垂直変動は，島の西部や北部で隆起傾向にあり，海岸段丘の高度分布が示す南東への傾動と一見調和的で

ある．しかし，2013-2018年の最近5年間の変動はそれまで沈降傾向にあった島の東部が逆に隆起に転じてい

ることから，それまでの垂直変動の傾向とは異なっている．この地殻変動の傾向の反転が一時的なゆらぎなの

か，今後も継続していくのか，引き続き定期的な観測を続けて検討を進める予定である． 

 

本調査は，科学研究費基盤(B）「岩石海岸地形の総合カタログに基づく地震隆起・地震発生予測に関する研

究」（研究代表：宮内崇裕）による成果を含む． 
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